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天才アートとは、障碍の

ある人の多くがもつ優れ

た感性と表現力、そこか

ら湧き出る独創的なアー

ト作品に対して、特定非営利活動法人 障

碍者芸術推進研究機構がネーミングした

ものです。欧米ではアール・ブリュット、

あるいはアウトサイダー・アートなどと呼ば

れています。当機構は天才アートを推進し、

その啓発活動を行っています。 天才アート



T E N S A I  A R T

2

第
５
回
企
画
展
『
天
才
ア
ー
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
展
』
を

２
０
１
８
年
１
月
に
開
催
し
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
「
天
才
ア
ー
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
展
」
は
、

〝
動
物
＝Anim

al

、
鳥
＝Bird

、
所
蔵
作
品
＝

Collection

〟
の
頭
文
字
を
と
っ
て
い
ま
す
。

個
性
的
な
作
風
が
表
出
さ
れ
た
～
初
め
て
見
る

新
鮮
な
感
動
、
興
味
深
い
構
図
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ

た
生
き
物
た
ち
、
あ
る
い
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
思
わ

ず
「
カ
ワ
イ
イ
」
と
つ
ぶ
や
き
た
く
な
る
、
そ
ん
な

作
品
を
選
定
し
展
示
し
ま
す
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
所
蔵
の
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
動
物
・
鳥
」

を
テ
ー
マ
に
、
対
象
物
を
と
ら
え
る
各
作
家
の
独

特
の
感
性
と
表
現
ス
タ
イ
ル
を
存
分
に
楽
し
め
る
、

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

予 　 告

展 覧 会

会
場
は
、
市
内
中

心
部
の
中
京
区
と
ア

ト
リ
エ
の
あ
る
東
山
区

の
２
会
場
で
並
行
開

催
し
ま
す
。
初
詣
な

ど
と
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
会
場
・
会
期
】

〈
中
京
会
場
〉
堀
川
御

池
ギ
ャ
ラ
リ
ー

  

京
都
市
中
京
区
堀
川

  

通
御
池
西
入
る
押
油

  
小
路
町
２
３
８
―
１

会
期　
２
０
１
８
年
１
月
11
日
（
木
）
〜
21
日
（
日
）

11
時
～
18
時
（
最
終
日
は
17
時
ま
で
・
月
曜
日

休
館
）

交
通　
地
下
鉄
「
二
条
城
前
駅
」
下
車
２
番
出

口
よ
り
徒
歩
２
分

市
バ
ス
「
堀
川
御
池
バ
ス
停
」
下
車
徒
歩
１
分

〈
東
山
会
場
〉
東
山
区
総
合
庁
舎
２
Ｆ 

東
山
青
少

年
活
動
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

京
都
市
東
山
区
清
水
５
丁
目
１
３
０
―
６

会
期　
２
０
１
８
年
１
月
13
日
（
土
）
〜
19
日
（
金
）

10
時
～
18
時
（
最
終
日
は
16
時
・
水
曜
日
休
館
）

交
通　
市
バ
ス
「
清
水
道
バ
ス
停
」
下
車
徒
歩

す
ぐ

『天才アート展 2017』  R e p o r t

日
当
た
り
の
来
場
者
は
１
０
０
名
超
と
過
去
最
高

を
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
展
と
、
９
月
下
旬
開
催
の
前
期
展
『
ウ
ィ

ン
グ
ス
京
都
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
開
設
記

念
展“endless,breath”

』
の
来
場
者
５
１
４

名
と
合
わ
せ
て
、
前
後
期
展
の
延
21
日
間
で
計

１
４
７
８
名
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
（
前
期

『endless,breath

』
展
の
概
要
は
会
報
15
号
で

報
告
済
み
）。
本
年
１
月
の
「
天
才
ア
ー
ト
展
in
東

山
～
花
と
鳥
と
動
物
と
」
の
４
７
５
人
、
５
月
企

画
展
「
非
形
態
の
表
象
」
の
８
５
７
人
を
は
じ
め
、

５
月
の
左
京
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
展
示
、
８
月

の
京
都
マ
ル
イ
の
展
示
、
な
ど
を
合
わ
せ
れ
ば
５
千

人
を
超
え
る
市
民
な
ど
に
展
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
障
碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か

わ
る
諸
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
28
日
（
土
）、
堀
川
音

楽
高
校
城
巽
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
。
下
嶋
千
佳
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
あ
と
、
甲
南
大
学
文
学
部
准
教

授
・
服
部
正
氏
の
講
演
、
鼎
談
と
続
き
、
会
場
か

ら
も
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
障
碍
者
芸
術
に

関
す
る
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
講
演
と

鼎
談
の
詳
細
は
、
Ｐ
３
～
５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

天
才
ア
ー
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
展

２
会
場
で
開
催
!!

会場

会場

主催＝特定非営利活動法人 障碍者芸術推進研究機構　共催＝京都市　京都市教育委員会　後援＝京都新聞者社会福祉事業団　京都市立総合支援学校長会

協力＝文化庁地域文化創生本部　 文化庁京都移転「わたしたちができること推進チーム」　 助成＝京遊連社会福祉事業団　東山区まちづくり支援事業

協賛＝洛和会ヘルスケアシステム　　　　　　◎お問い会わせ＝info@tensai-art.kyoto　tel.075-352-2285（京都市教育委員会総合育成支援課）
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2018.1.11（木）～1.21（日） 　　　11:00～18:00

堀川御池ギャラリー

2018.1.13（土）～1.19（金） 　　　10:00～18:00

東山区総合庁舎２F東山青少年活動センター

月曜日は休館　
入場無料

水曜日は休館　
入場無料

最終日は
17:00 まで

京都市中京区油小路通御池押油小路238-1
地下鉄東西線「二条城前駅」下車2番出口徒歩1分
市バス「堀川御池」バス停徒歩1分

京都東山区清水５丁目１３０－６
市バス「清水道」バス停徒歩すぐ

天
才
ア
ー
ト

と
は
、

　
　
　
　
障
が
い
の

あ
る
人
の
手
に
よ
る

独
自
の
創
作
を
い
い

ま
す
。

A nimal

C ollection

B ird
トラ／根ケ山恵司

シロフクロウ／高畠晃平

最終日は
16：00まで

２０１８新春、天才アート展の予告。

天才アートKYOTO

ABCABC

報 　 告

展 覧 会

２
０
１
２
年
の
第
１
回
か
ら
数

え
て
、
第
６
回
目
と
な
る
『
天
才

ア
ー
ト
展
２
０
１
７
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
』
を
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
会
期
は
10
月
27
日（
金
）よ

り
11
月
８
日（
水
）ま
で
の
11
日
間

（
月
曜
休
館
）で
、「
堀
川
御
池
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
の
全
室
を
会
場
に
開
催
。

今
展
で
は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
家
29
名
の
絵
画
作
品

59
点
・
立
体
作
品
１
０
０
点
、
協

賛
出
展
と
し
て
障
害
者
支
援
施

設
Ｄ
Ｏ
の
７
名
の
絵
画
作
品
等
11

点
、
京
都
市
洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里

授
産
園
の
５
名
の
絵
画
等
作
品
10

点
・
陶
芸
作
品
８
点
、
京
都
市
立

呉
竹
総
合
支
援
学
校
の
３
名
・
６

点
、
同
東
総
合
支
援
学
校
１
名
・

３
点
、
ま
た
個
人
で
制
作
活
動
を

さ
れ
て
い
る
、
髙
田
美
貴
氏
の
絵

画
９
点
、
今
回
初
出
展
の
木
村
康

一
氏
の
陶
芸
作
品
68
点
、
総
勢
47

名
の
計
２
７
４
点
を
展
示
。

来
場
者
は
９
６
４
名
を
数
え
ま

し
た
。
29
日
（
日
）
に
台
風
22
号

の
暴
風
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
、
来

場
者
が
例
年
の
３
分
の
１
と
大
幅

に
減
少
し
た
影
響
が
な
け
れ
ば
、
一
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今
行
わ
れ
て
い
る
障
碍
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
へ
の

支
援
と
い
う
の
は
、障
碍
者
福
祉
、障
碍
者
の
幸
福
、

ま
た
、
芸
術
文
化
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
多
少

の
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

八
幡
学
園
と
山
下
清

八
幡
学
園
は
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
、
久
保

寺
保
久
が
特
異
児
童
教
化
養
護
事
業
と
し
て
設
立

し
、
家
族
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
た
。
八
幡
学
園
は
園

芸
の
ほ
か
、
制
作
活
動
も
活
発

に
行
っ
て
お
り
、
特
に
貼
絵
は

知
的
障
碍
者
に
良
好
な
実
益
が

あ
る
訓
練
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
た
。

山
下
清
１
９
２
２
（
大
正

11
）
年
生
は
、
１
９
３
４
（
昭

和
９
）
年
５
月
八
幡
学
園
に

入
所
し
、
貼
絵
を
始
め
る
。

１
９
３
６
年
に
八
幡
学
園
を
訪

れ
た
早
稲
田
大
学
哲
学
科
心
理
学
教
室
の
戸
川
行

男
ら
が
、
貼
絵
を
始
め
て
２
年
目
の
山
下
清
の
貼

絵
の
面
白
さ
を
見
出
し
、
早
稲
田
大
学
心
理
学

教
室
紀
要
で
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学

の
戸
川
行
男
と
八
幡
学
園
園
長
の
久
保
寺
保
久
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
山
下
清
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
進

ん
で
い
く
。

山
下
清
の
作
品
は
、
当
初
早
稲
田
大
学
の
講
堂

や
図
書
館
な
ど
大
学
構
内
で
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、

心
理
学
の
分
野
を
離
れ
て
全
国
各
地
で
展
覧
会
が

行
わ
れ
、
１
９
３
９
年
に
老
舗
の
画
廊
で
あ
る
東

京
銀
座
の
青
樹
社
で
も
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
時
に
カ
ラ
ー
刷
り
の
画
集
も
出
版
さ
れ
る

（『
特
異
児
童
作
品
集
』
春
鳥
会
）。
こ
の
展
覧
会

は
５
日
間
で
２
万
人
が
訪
れ
、
画
集
も
増
版
を
重

障
碍
者
の
創
作
活
動
の
萌
芽
期

日
本
で
の
知
的
障
碍
者
の
た
め

の
福
祉
施
設
は
、
１
８
９
１
（
明

治
24
）
年
に
設
立
さ
れ
た
滝
乃
川

学
園
が
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
後
白

川
学
園
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
、

藤
倉
学
園
１
９
１
９
（
大
正
８
）

年
、
八
幡
学
園
１
９
２
８
（
昭
和

３
）
年
な
ど
が
設
立
さ
れ
た
。
当

時
、
生
活
困
窮
者
へ
の
公
的
救
済

の
仕
組
み
は
殆
ど
な
く
、
親
族
な

ど
に
よ
る
自
助
が
基
本
で
身
寄
り
の

な
い
人
に
や
む
を
得
ず
国
が
救
済
す
る
恤
救
規
則

１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

後
に
、
救
済
対
象
者
が
障
碍
者
等
を
含
む
救
護
法

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
が
施
行
さ
れ
る
が
、
生

活
困
窮
者
で
業
務
遂
行
が
著
し
く
困
難
な
人
等
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
公
的
救
済
が
殆
ど
な

い
時
代
に
民
間
の
篤
志
家
の
方
々
が
知
的
障
碍
者

の
救
護
施
設
を
運
営
し
て
い
た
。
施
設
で
は
、
図

画
・
工
作
・
手
芸
な
ど
、
教
育
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
療
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
日
本
の

障
碍
の
あ
る
方
の
ア
ー
ト
は
こ
う
し
て
福
祉
の
中
で

始
ま
っ
た
。
今
日
、
厚
生
労
働
省
の
２
０
１
７
年

の
新
事
業
と
し
て
、
２
億
円
の
予
算
で
障
害
者
芸

術
文
化
活
動
普
及
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
み
る
と
、隔
世
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
、

ね
る
ほ
ど
の
売
れ
行
き
で
大
変
な
評
判
と
な
っ
た
。

山
下
清
と
美
術
界

山
下
清
の
作
品
は
こ
の
よ
う
な
過
程
で
美
術
界

と
接
続
し
て
い
っ
た
。
作
品
展
の
評
判
を
マ
ス
コ
ミ

が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
し
、
プ
ロ
の
画
家
や

画
壇
の
権
威
を
揶
揄
す
る
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
と

て
も
強
い
記
事
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
芸

術
家
や
文
化
人
が
反
発
し
た
。
展
覧
会
に
つ
い
て
の

座
談
会（
昭
和
15
年
２
月『
み
づ
ゑ
』第
４
２
６
号
）

で
は
、
谷
川
徹
三
（
哲
学
者
・
元
法
政
大
学
総
長
）

や
伊
原
宇
三
郎
（
洋
画
家
）
が
山
下
清
の
作
品
を

批
判
す
る
内
容
の
発
言
を
行
っ
た
。

小
林
秀
雄
（
文
芸
評
論
家
）
は
さ
ら
に
批
判
的

で
、
山
下
清
の
作
品
は
確
か
に
上
手
で
あ
る
が
意

味
と
か
情
緒
と
い
う
深
み
が
な
い
空
虚
な
作
品
で
あ

る
と
い
う
趣
旨
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。（「
清
君
の

貼
紙
絵
」『
文
藝
春
秋
』
昭
和
15
年
２
月
、
第
18

巻
２
号
）。
戦
後
、
金
閣
寺
が
放
火
さ
れ
た
事
件
の

犯
人
が
精
神
疾
患
だ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
山
下
清

の
作
品
展
の
こ
と
に
触
れ
、
山
下
清
と
同
時
に
山

下
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
戸
川
行
男
に
対
し

て
も
辛
辣
な
批
判
を
行
っ
た
（「
金
閣
焼
亡
」『
新

潮
』、
昭
和
25
年
９
月
）。
こ
の
よ
う
に
、
芸
術
家

た
ち
は
自
分
た
ち
の
プ
ラ
イ
ド
を
守
る
た
め
に
、
山

下
清
も
含
め
障
碍
者
の
芸
術
は
本
物
の
芸
術
で
は

な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
接
す
る
こ
と
と
な
る
。

山
下
清
と
福
祉
界

他
方
、
久
保
寺
保
久
は
こ
の
時
期
、
十
数
か
所

し
か
な
い
知
的
障
碍
者
の
た
め
の
私
立
施
設
を
大

同
団
結
し
て
運
動
体
に
す
る
日
本
精
神
薄
弱
児
愛

護
協
会
を
設
立
（
１
９
３
４
年
10
月
）
す
る
た
め

に
全
国
を
奔
走
し
た
り
、
救
護
法
よ
り
充
実
し
た

精
神
薄
弱
児
保
護
法
を
つ
く
る
運
動
を
進
め
た
。

こ
の
頃
の
時
代
背
景
は
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋

戦
争
へ
と
戦
局
が
激
化
す
る
時
代
で
あ
る
が
、
久
保

寺
は
人
的
資
源
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
時
代
に
こ
そ

知
的
障
碍
者
の
支
援
を
す
る
べ
き
と
い
う
論
法
で

法
律
の
制
定
を
進
め
た
（『
み
づ
ゑ
』
臨
時
増
刊
号

「
特
異
児
童
作
品
集
」
参
照
）。

山
下
清
の
貼
絵
は
知
的
障
碍
者
の
療
育
と
し
て

施
設
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
が
、
展
覧
会
は
知
的

障
碍
者
の
福
祉
向
上
と
い
う
社
会
運
動
の
広
告
塔

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
久
保
寺
保
久
は
、
国

内
外
で
知
的
障
碍
者
の
保
護
に
つ
い
て
講
演
し
、
山

下
清
の
貼
絵
は
訓
練
に
よ
っ
て
知
的
障
碍
者
に
も

こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
も

の
、
い
わ
ば
手
持
ち
カ
ー
ド
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
前
戦
中
に
行
わ
れ
た
山
下
清
の

展
覧
会
に
対
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
興
味
本
位

で
あ
り
、
美
術
界
は
保
身
に
忙
し
く
、
福
祉
界
は

政
治
的
な
、
あ
る
い
は
福
祉
的
施
策
の
た
め
の
運
動

に
使
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
山
下
清
本
人
に
対
す
る

リ
ス
ペ
ク
ト
や
、
本
人
の
幸
福
と
い
う
視
点
か
ら
の

支
援
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

山
下
清
の
八
幡
学
園
出
奔

山
下
清
は
、
昭
和
15
年
11
月
18
日
に
八
幡
学
園

を
出
奔
し
た
。
２
年
半
後
に
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、

過
ご
し
て
き
た
こ
と
を
日
記
に
書
く
よ
う
に
言
わ

れ
、
色
々
な
所
に
住
み
込
み
で
転
々
と
し
て
き
た
様

子
を
あ
た
か
も
レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
画
し
た
も
の
を
自

在
に
再
生
す
る
か
の
よ
う
に
記
憶
の
引
き
出
し
か

ら
取
り
出
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
た
（
山
下
清
『
裸

の
大
将
放
浪
記
』
１
９
７
９
年
、
ノ
ー
ベ
ル
書
房

参
照
）。

指
導
主
事
で
あ
っ
た
渡
辺
実
は
、
山
下
清
が
日

記
の
中
で
「
学
園
に
飽
き
た
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と

を
学
園
が
居
心
地
の
悪
い
場
所
に
な
っ
た
と
解
釈
し

天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
７
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
障
碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問
題
」

第
１
部 
講
演

「
日
本
の
障
碍
者
芸
術
の
現
状
と
課
題
」

　
〈
講
師
〉
甲
南
大
学
文
学
部
准
教
授　

服
部
正 

氏
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た
。
学
園
に
参
観
に
来
た
人
は
、
絵
を
の
ぞ
き
込

ん
だ
り
話
し
か
け
て
き
た
り
す
る
。
そ
ん
な
外
か
ら

の
急
激
な
刺
激
が
山
下
清
に
と
っ
て
耐
え
ら
れ
な

か
っ
た
と
書
い
て
い
る
（「
学
園
よ
り
突
然
姿
を
消

し
た
山
下
清
」、
式
場
俊
三
監
修
『
み
ん
な
の
心
に

生
き
た
山
下
清
』
山
下
清
展
企
画
室
、
１
９
９
７

年
改
訂
版　

参
照
）。

山
下
清
は
絶
え
な
い
参
観
者
の
前
で
い
つ
も
貼
絵

を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
作
品
の
中
に
、
貼
絵

を
強
要
さ
れ
撮
影
さ
れ
て
い
る
本
人
が
題
材
に
な
っ

て
い
る
作
品
が
あ
る
。
当
事
者
不
在
の
支
援
が
あ
っ

た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

国
難
と
い
う
言
葉
が
選
挙
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
使
わ
れ
る
今
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
功
が
国
家
的
使
命
の
よ
う
に
語
ら
れ
、

障
碍
の
あ
る
方
の
芸
術
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く

中
、
そ
の
活
動
が
本
当
に
当
事
者
の
た
め
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

障
碍
者
の
創
作
と
美
術
界
の
乖
離

山
下
清
の
作
品
に
対
し
、
芸
術
家
、
文
化
人
が

距
離
を
置
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
、
戦
後
も
続
い
た
。

戦
後
、
戸
川
行
男
は
山
下
清
か
ら
距
離
を
置
く

が
、
文
筆
家
・
精
神
科
医
で
あ
る
式
場
隆
三
郎
が
、

如
才
な
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。「
日
本
の
ゴ
ッ

ホ
」「
裸
の
大
将
」「
放
浪
す
る
天
才
画
家
」な
ど
様
々

な
愛
称
を
つ
け
て
大
衆
的
な
人
気
を
高
め
、
山
下

清
を
国
民
画
家
へ
と
押
し
上
げ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
美
術
界
は
認
め
よ
う
と
し
な

か
っ
た
。
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
美
術
評
論
家
で

あ
る
嘉
門
安
雄
を
挙
げ
る
。
国
立
西
洋
美
術
館
に

於
い
て
昭
和
33
年
に
日
本
で
初
め
て
の
ゴ
ッ
ホ
展
が

開
催
さ
れ
た
と
き
の
担
当
で
あ
っ
た
嘉
門
安
雄
は
、

当
時
封
切
直
前
の
「
裸
の
大
将
」
の
映
画
の
主
演

者
と
山
下
清
が
作
品
の
前
で
写
真
撮
影
を
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
山
下
清
の

絵
は
特
異
的
な
天
分
に
よ
っ
て
優
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
決
し
て
優
れ
た
芸
術
で
は
な
く
、
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
ゴ
ッ
ホ
な
ど
と
言
う
こ

と
は
ゴ
ッ
ホ
の
人
間
と
芸
術
の
許
し
が
た
い
冒
涜
で

あ
る
（
嘉
門
安
雄
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
汗
』
文
藝
春

秋
社
、
１
９
６
８
年
参
照
）
な
ど
と
書
い
て
い
る
。

障
碍
者
の
創
作
と
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

美
術
界
が
、
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
と
距
離
を

置
く
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
は
ず
っ
と
続
い
て
い
た
。
私

が
こ
の
分
野
に
関
わ
り
始
め
た
１
９
９
０
年
か
ら

１
９
９
５
年
頃
は
、
ま
だ
障
碍
者
の
芸
術
に
つ
い
て

研
究
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
１
０
年
頃
に
は
、
漸
く
障
碍
者
の
作
品
を
自

主
的
に
展
示
す
る
美
術
館
が
増
え
て
き
た
り
、
興

味
を
持
つ
美
術
関
係
者
も
増
え
て
き
た
。
し
か
し
、

２
０
１
０
年
以
降
の
動
向
は
、
障
碍
者
の
創
作
を

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
山
下

清
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
障
碍
者
の
地
位
の
向
上

や
生
活
環
境
の
向
上
と
い
う
使
命
の
た
め
に
作
品

を
利
用
し
た
り
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
ま
た
戦
前

戦
後
の
頃
の
よ
う
に
障
碍
者
の
芸
術
か
ら
美
術
界

が
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

第
55
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
２
０
１
３

年
）
に
自
閉
症
で
あ
る
澤
田
真
一
さ
ん
の
作
品
が
招

待
出
品
さ
れ
た
が
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
障
碍
が
あ
る

方
が
選
ば
れ
た
と
い
う
観
点
か
ら
語
ら
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
障
碍
の
あ
る
方
の
才
能
を
認
め
、
地
位
を

高
め
ま
し
ょ
う
と
い
う
運
動
に
つ
な
げ
て
し
ま
っ
た

り
、
政
治
的
な
場
面
で
利
用
さ
れ
た
り
し
て
し
ま

う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
美
術
関
係
者
が

離
れ
て
い
く
原
因
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
り
、

美
術
関
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
範
囲
に

お
い
て
も
起
こ
り
う
る
危
険
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
も
う
一つ
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
い
う
言
葉

が
２
０
１
１
年
以
降
か
ら
障
碍
者
の
創
作
活
動
の

代
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
を
生
み
出
し

た
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ェ

ル
フ
リ
他
数
名
の
精
神
疾
患
の
あ
る
患
者
の
作
品

に
感
銘
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
こ
の
言
葉
を
作
っ

た
が
、
精
神
疾
患
の
あ
る
人
の
芸
術
だ
け
で
な
く
、

美
術
界
と
は
無
縁
の
人
た
ち
、
芸
術
表
現
に
知
識

の
乏
し
い
人
た
ち
、
意
図
的
に
距
離
を
置
い
て
い

る
人
た
ち
に
よ
る
創
作
物
を
対
象
と
す
る
（Jean 

D
ubuffet, Lettere au D

r.G
.de M

orsier, 
Paris, septem

bre 1945 

参
照
）
と
言
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
障
碍
の
あ
る
方
の
芸
術
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

日
本
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
に
限
っ
て
は
、
こ

の
言
葉
が
障
碍
者
の
創
作
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
思

わ
れ
て
い
る
。
障
碍
者
の
創
作
作
品
に
は
人
を
感

動
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
ク
オ
リ

テ
ィ
の
重
視
と
、
訓
練
を
重
ね
て
健
常
者
と
同
じ

よ
う
な
も
の
を
作
る
こ
と
を
目
指
さ
な
い
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
尊
重
と
い
う
障
碍
者
の
創
作
に
対

す
る
一
般
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

障
碍
者
の
作
品
を
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
表
現
す

る
こ
と
は
、
ご
く
一
部
の
優
秀
作
品
ば
か
り
を
強
調

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
障
碍
者
の
全
体
の
福
祉
や

支
援
の
問
題
が
隠
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

障
碍
者
の
創
作
活
動
と
現
代
美
術

第
14
回
ド
ク
メ
ン
タ
（
ド
イ
ツ
・
カ
ッ
セ
ル　

２
０
１
７
年
６
月
10
日
～
９
月
17
日
開
催
）
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
「
ア
テ
ネ
に
学
ぶ
」
で
、
社
会
で
起

き
て
い
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

作
品
ば
か
り
を
徹
底
的
に
集
め
た
展
覧
会
で
あ
っ

た
。
ア
ー
ト
は
、
社
会
の
問
題
と
積
極
的
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
社
会
活
動

家
に
近
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
象

徴
さ
れ
て
い
る
展
覧
会
で
あ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
以
前
、
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
式
の
メ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
は
、
マ
ー
ク
・
ク
イ
ン

に
よ
る
「
妊
娠
し
た
ア
リ
ソ
ン
・
ラ
ッ
パ
ー
」
で
、

手
足
に
障
害
の
あ
る
写
真
家
を
モ
デ
ル
に
し
た
巨
大

な
彫
刻
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
身
体
障
碍

者
を
モ
デ
ル
に
し
た
人
体
彫
刻
が
世
の
中
に
殆
ど
存

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
の
無
意
識
的
、
あ

る
い
は
意
識
的
な
差
別
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
か
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
単
に
障
碍
の
あ
る
人
の
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
な
ど
の
優
れ
た
能
力
を
賞
賛
す
る
の
で

は
な
く
、
障
碍
や
格
差
な
ど
社
会
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
と
向
き
合
う
機
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
や
福

祉
の
向
上
の
た
め
に
は
、
社
会
を
変
え
る
た
め
に
社

会
と
向
き
合
う
優
れ
た
現
代
ア
ー
ト
と
の
対
話
や

協
働
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
障
碍
者

の
創
作
活
動
を
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
い
う
名
前
で

囲
い
込
ん
で
通
常
の
美
術
と
切
り
離
し
て
し
ま
う
こ

と
は
、
社
会
の
問
題
と
向
き
合
う
現
代
ア
ー
ト
と

の
共
存
や
協
働
の
可
能
性
を
減
じ
て
し
ま
う
危
険

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
パ
ラ
リ
ピ
ッ
ク

に
障
碍
者
の
芸
術
で
花
を
添
え
る
と
い
う
よ
う
な

短
絡
的
な
目
標
設
定
で
は
な
く
、
こ
の
機
会
に
障

碍
者
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ら

の
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
た
め
に
も
、
障
碍
者
芸

術
へ
の
支
援
の
あ
り
方
を
今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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障
碍
者
芸
術
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と

高
島　
「
障
碍
者
芸
術
の
評
価
と
可
能
性
」「
障
碍

者
芸
術
は
ア
ー
ト
と
し
て
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ど
ん

な
可
能
性
が
あ
る
か
」「
創
作
の
場
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
提
起
し
た
が
、
服

部
先
生
の
ご
講
演
か
ら
の
問
題
提
起
に
順
じ
て
鼎

談
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

お
感
じ
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

建
畠　
障
碍
者
の
芸
術
を
ア
ー
ト
と
い
う
視
点
で

長
く
見
て
き
て
い
る
が
、５
年
ほ
ど
前
に
厚
労
省
、

文
化
庁
、
文
科
省
の
合
同
で
障
碍
者
の
芸
術
に
つ

い
て
の
研
究
会
を
行
い
各
現
場
で
働
く
方
や
研
究

者
と
議
論
し
た
。
障
碍
者
の
芸
術
を
福
祉
的
生
き

方
と
、
ア
ー
ト
の
振
興
と
大
ま
か
に
分
け
ら
れ
た

議
論
で
あ
っ
た
。
ア
ー
ト
の
振
興
に
つ
い
て
の
議

論
は
神
学
論
争
に
な
っ
て
し
ま
う
局
面
が
あ
り
、

そ
う
な
る
こ
と
よ
り
も
、
起
こ
り
う
る
問
題
や
課

題
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
問
題
点
は
起
き
た
時
に

考
え
る
こ
と
と
し
て
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
。

松
坂　
障
碍
者
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
、
近
年
で

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

一
部
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
も
の
で
あ
り
、
身

体
障
碍
の
あ
る
方
の
晴
れ
の
舞
台
で
あ
る
が
、
同

時
に
、
障
碍
の
あ
る
方
々
が
余
暇
と
し
て
身
体
を

動
か
せ
る
環
境
も
整
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の

で
は
な
い
か
。こ
れ
ま
で
、全
て
の
障
碍
者
ス
ポ
ー

ツ
が
厚
生
労
働
省
で
あ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

発
足
に
よ
り
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

担
当
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。

文
化
庁
は
、
京
都

移
転
を
機
に
障
碍

者
芸
術
を
推
進
し

て
い
く
。
京
都
に

置
か
れ
た
地
域
文

化
創
生
本
部
で

は
、
そ
の
広
報
を

兼
ね
て
本
部
長
室

に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品

を
飾
っ
て
い
て
、

訪
ね
て
く
る
人
の

興
味
を
引
い
て
い

る
。
本
日
、
聞
き

た
い
こ
と
と
し
て

は
、
作
品
の
評
価

の
中
に
障
碍
者
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
属
性
を

入
れ
る
の
か
。
ま
た
、
機
会
が
十
分
に
保
障
さ
れ

て
い
な
い
人
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
な
の

か
考
え
た
い
。

作
品
の
評
価
基
準
に
つ
い
て

高
島　
評
価
の
基
準
は
何
で
あ
る
か
は
、
大
き
い

問
題
で
あ
る
。

建
畠　
ア
ー
ト
の
振
興
と
い
う
点
で
健
常
者
と
障

碍
者
の
評
価
に
区
別
が
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
社

会
的
正
義
感
が
働
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、

ま
た
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。
過
去
の
経
験
で
は

一
般
の
展
覧
会
の
応
募
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
障
碍

者
だ
と
分
か
ら
な
か
っ
た
作
品
が
二
つ
あ
っ
た
。

天
才
と
言
わ
れ
る
芸
術
家
が
障
碍
者
の
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
を
受
け
る
事
実
と
し
て
あ

る
。

服
部　
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ

り
、
買
い
た
い
作
品
、
好
き
な
お
も
し
ろ
い
作
品

の
塊
を
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
名
づ
け
た
わ
け

で
、
障
碍
者
芸
術
を
そ
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

を
基
準
に
し
て
見
る
必
要
は
な
い
。
確
か
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
は
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

の
コ
レ
ク
タ
ー
は
多
く
、
画
廊
も
あ
る
の
で
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
い
う
枠
組
み
を
利
用
し
て
高

い
評
価
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
障
碍
者
芸
術
が
デ
ュ
ビ
ュ
フ
ェ

の
好
む
芸
術
を
目
指
す
必
要
は
な
い
。

高
島　
障
碍
者
の
作
品
は
面
白
い
作
品
が
多
い
。

作
品
を
み
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
障
碍
者
な
の
か
健

常
児
健
常
者
な
の
か
判
別
で
き
る
と
は
か
ぎ
ら
な

い
が
、
芸
術
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
差
を

つ
け
て
展
覧
会
な
ど
を
行
う
と
問
題
が
あ
る
と
思

う
反
面
、
表
現
の
世
界
で
も
そ
う
し
た
こ
と
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
皆
さ
ん
の

お
考
え
を
伺
い
た
い
。

松
坂　
印
象
派
が
画
壇
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

時
代
が
あ
っ
て
も
独
自
に

展
覧
会
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
い
つ
の
間
に
か
全
体

の
美
術
の
中
に
納
ま
っ
て

い
る
の
と
同
様
に
、
新
た

な
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
次

世
代
に
残
る
美
術
が
、
今

あ
る
大
き
な
流
れ
に
組
み

込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
既

存
の
評
価
の
軸
で
評
価
さ
れ
て
な
い
新
し
い
グ

ル
ー
プ
も
、
評
価
の
軸
を
そ
の
中
か
ら
作
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

建
畠　
と
て
も
言
い
に
く
い
こ
と
だ
が
、
障
碍
者

に
は
才
能
の
あ
る
人
の
比
率
が
相
当
高
い
と
感
じ

る
。
ま
た
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
で
は
、
面
白
い

の
は
、
知
的
障
碍
と
精
神
障
碍
の
人
の
作
品
が
多

い
。
た
だ
障
碍
の
種
類
に
よ
っ
て
評
価
を
考
え
る

こ
と
は
論
じ
に
く
い
。

服
部　
評
価
の
軸
は
様
々
あ
る
が
、
現
在
の
障
碍

者
の
ア
ー
ト
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
で
あ
る
。
だ
が
、
評
価
の
軸
が
そ
れ
だ
け

で
あ
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
。
障
碍
者
に
は
独

自
の
制
作
過
程
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
こ
そ
私
た
ち

が
学
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
公
募
展
形

式
や
展
覧
会
形
式
だ
け
で
は
大
事
な
こ
と
が
抜
け

落
ち
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

松
坂　
障
碍
者
の
作
品
を
制
作
過
程
も
含
め
た
時

間
軸
の
あ
る
ア
ー
ト
と
し
て
み
る
の
は
よ
い
こ
と

だ
と
思
う
が
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
の
素
材
を
ど

う
評
価
す
る
か
な
ど
の
議
論
も
必
要
だ
と
思
う
。

（
後
編
は
会
報
17
号
に
つ
づ
く
）

第
２
部 

鼎
談
（
抄
録
）
前
編

「
障
碍
者
芸
術
の
振
興
に
か
か
わ
る
諸
問
題
」　

　
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部　

事
務
局
長　

松
坂
浩
史 

氏

多
摩
美
術
大
学
学
長
・
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
館
長　

建
畠 

晢 

氏

甲
南
大
学
文
学
部　

准
教
授　
　
　

服
部 

正 

氏

〈
進
行
〉
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

理
事
長　

高
島 

寛

松坂浩史氏（上右）・高島 寛（上左）・建畠 晢氏（下左）服部 正氏（下右）
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こ
の
頃
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ト
リ

エ
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
い

つ
も
楽
し
く
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

言
葉
で
の
表
現
は
難
し
い
敦
士
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
絵
を
描
き
続
け
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
敦
士
ワ
ー
ル
ド
の
作

品
を
観
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

敦
士
の
誕
生
と
２
歳
ま
で
の
入
院
生
活

秋
晴
れ
の
１
９
９
３
年
10
月
８
日
、
敦
士
は
大

阪
府
吹
田
市
の
病
院
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ

た
時
、
身
体
の
末
端
が
紫
色
で
、
泣
き
声
も
細
く
、

す
ぐ
に
検
査
の
た
め
に
ど
こ
か
へ
連
れ
て
行
か

れ
、
敦
士
に
会
え
た
の
は
24
時
間
後
く
ら
い
で
し

た
。
そ
の
後
ダ
ウ
ン
症
で
、
肺
高
血
圧
を
伴
う
重

い
心
臓
病
と
わ
か
り
ま
し
た
。
母
乳
が
吸
え
ず
哺

乳
瓶
で
わ
ず
か
な
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

当
時
私
は
ダ
ウ
ン
症
の
知
識
は
な
く
、
不
安
が
募

る
ば
か
り
で
し
た
。

ダ
ウ
ン
症
候
群
と
は
、
体
細
胞
の
21
番
染
色
体

が
１
本
余
分
に
存
在
し
、
計
３
本
（
ト
リ
ソ
ミ
ー

症
）と
な
る
こ
と
で
発
症
す
る
先
天
性
疾
患
で
す
。

そ
の
後
、
集
中
治
療
室
が
空
く
の
を
待
ち
心
臓

手
術
を
受
け
ま
し
た
。
術
後
は
感
染
症
と
戦
い
な

が
ら
２
歳
ま
で
ベ
ッ
ド
に
置
か
れ
た
酸
素
テ
ン
ト

の
中
で
入
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
退
院
す
る
時

は
家
に
酸
素
テ
ン
ト
が
運
び
込
ま
れ
、
一
喜
一
憂

し
な
が
ら
過
ご
し
た
も
の
で
し
た
。

絵
と
の
出
合
い
と
一
度
目
の
転
機

敦
士
が
４
歳
に
な
る
頃
、
皆
と
同
じ
幼
稚
園
に

通
わ
せ
た
い
と
思
い
枚
方
市
内
の
幼
稚
園
に
入
園

の
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、
片
っ
端
か
ら
断
ら
れ

ま
し
た
。
運
よ
く
兄
の
通
っ
て
い
た
公
文
教
室
の

先
生
か
ら
高
槻
市
内
に
あ
る
公
文
学
園
の
び
て
ゆ

く
幼
稚
園
を
紹
介
さ
れ
、
快
く
入
園
の
許
可
を
頂

き
ま
し
た
。

園
で
は
皆
と

同
じ
よ
う
に

公
文
の
勉
強

を
し
、
園
庭

で
仲
良
く
遊

ん
で
い
る
姿

を
見
て
安
堵

し
ま
し
た
。

卒
園
し
小

学
校
に
入
学

し
て
か
ら
は
、
体
が
小
さ
く
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
15
分
程
の
集
団
登
校
も
で
き
ず
大
変
で

し
た
が
、
低
学
年
の
う
ち
は
皆
と
仲
良
く
遊
ん
だ

り
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

絵
と
の
出
合
い
は
１
年
生
の
時
で
、
小
学
校
の

近
所
に
塔
本
ア
ト
リ
エ
教
室
が
あ
り
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
何
を
描
い
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
よ
う
な
絵
で
し
た
が
、
画
用
紙
に
カ
ラ

フ
ル
な
色
を
塗
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
絵

の
具
を
使
い
静
物
画
を
描
き
、
４
年
生
か
ら
油
彩

を
使
い
鮮
や
か
な
色
の
作
品
を
コ
ツ
コ
ツ
と
描
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
静
物
画
か
ら
自
分
で
表
現
す

る
よ
う
に
な
り
、
絵
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
見
て

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

一
度
目
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
15
歳
の
時
、
塔

本
ア
ト
リ
エ
教
室
主
催
の
「
表
現
の
欲
望 

ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
in
ひ
ら
か
た
展
（
く
ず
は
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）」
の
開
催
中
に
、
敦
士
の
描
い

た
信
楽
焼
の
た
ぬ
き
の
絵
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た

時
で
し
た
。
そ
の
時
に
塔
本
先
生
か
ら
「
も
う
こ

れ
で
画
家
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ

い
て
大
変
驚
き
、
う
れ
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

そ
の
後
、
大
阪
府
立
交
野
支
援
学
校
に
入
学
し

て
、
茶
道
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
ボ
ー
リ
ン
グ
も
や
り
な
が
ら
、

ず
っ
と
塔
本
ア
ト
リ
エ
教
室
に
通
い
、
夢
中
で
絵

を
描
い
て
い
ま
し
た
。

支
援
学
校
の
卒
業
と
二
度
目
の
転
機

二
度
目
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
通
院
の
帰
り

道
に
見
た
三
日
月
（
敦
士
は
バ
ナ
ナ
と
言
い
ま

す
）
に
心
を
奪
わ
れ
、
宇
宙
シ
リ
ー
ズ
の
絵
が
た

く
さ
ん
出
来
上
が
り
は
じ
め
た
頃
で
す
。
20
歳
の

誕
生
日
に
、
枚
方
市
主
催
の
「
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ

シ
ュvol.86

楠
川
敦
士
展
」
と
し
て
、『To the 

space!

』
を
テ
ー
マ
に
初
め
て
の
個
展
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
１
点
作
品

を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
幸
せ
な
想
い
出
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

アートフラッシュvol.86 楠川敦士展【To the Space！】の会場
（上）と楠川敦士さんとお母様・真里子さんの 2 ショット

ダ
ウ
ン
症
候
群
の
楠
川
敦
士
が
生
ま
れ
て       

楠
川 

真
里
子

寄　稿
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天 才
アート
ノート

服部可菜恵

土屋 彰男
「クリスマスツリー」画用紙・ペン・アクリルガッシュ　2016 年

土屋 彰男　Akio TSUCHIYA　1971年生
彼のテーマは動物や花卉類が多く、その選定基準は、「姿・形の面白さ」

「対比的な彩り」などではないかと思われる。彼は、選んだモチーフを
画面の中央に描き、まわりに大小様を配したり、季節を象徴する花な
どをちりばめたりする。その構成が見る者に強い印象を与える。

服 部 可 菜 恵　Kanae HATTORI　
1994年生
彼女は「花」にこだわって描き続け
ている。図鑑などの写真を題材にす
ることが多いが、その景色からは離
れて、画面上に「服部可菜恵流」と
いうべき独特にデザイン化された花
弁や葉・茎が再構成されていく。完
成された作品は、服の生地などに使
いたくなるような味わいがある。

「バイカモ」
画用紙・ペン・水彩絵具　
2017 年

「ツバキ」
画用紙・ペン・アクリルガッ
シュ　2017 年

「AKB 48 大島優子」画用紙・
ペン・えんぴつ・色えんぴつ　
201６年

「オオサンショウウオ」キャンバス・アクリルガッシュ　2017 年

「ヒョーザメ」キャンバス・アクリルガッシュ・クレパス　2016 年

「サクラとネコ」キャンバス・クレパス・アクリルガッシュ　2016 年
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よ
る
ア
ー
ト
創
作
活
動
を
支

援
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
同
社
の
本
社
お

よ
び
洛
西
事
業
所
内
の
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
客
者
に
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

■ 

京
都
精
華
大
学
と
コ
ラ
ボ
展
示

11
月
15
日
（
水
）
～
23
日
（
木
）、
京
都
精
華

大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ロ
ー
ル
に
て
「
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
す
展
覧
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
並
列
に
、
ボ
ー
ダ
レ
ス

に
扱
う
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
学
生
・
教
職
員
の
作
品
が
交
互

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

同
展
は
、
京
都
精
華
大
学

北
波
研
究
室
の
主
催
、
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
共

催
、
京
都
市
教
育
委
員
会
の

後
援
。
会
場
に
は
、
学
生
や

教
職
員
を
は
じ
め
、
市
民
の

姿
も
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は
「
正
会
員
・
賛
助
会
員
・
名
誉
会

員
」
の
３
種
類
。
ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、「
障

碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援

基
金
」
な
ど
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て

■ 『
バ
リ
コ
レ
２
０
１
７ 

in
京
都
』
に
出
展

10
月
28
日
（
日
）、
左
京
区
の
岡
崎
公
園
で
バ
リ

コ
レ
２
０
１
７
in
京
都
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
リ
コ
レ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
や
障

害
者
の
た
め
の
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
『
バ
リ
バ
ラ
』

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、『
み
ん
な
違
っ

て
み
ん
な
い
い
』
を
合
言
葉
に
障
害
を
魅
力
に
変
え

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
す
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
し
た
が
、
バ
リ
コ

レ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
後
、
着
物
姿
の
「
車
い

す
和
文
化
お
も
て
な
し
隊
」
が
登
場
す
る
な
ど
、

京
都
市
民
や
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

も
、「
文
化
庁
京
都
移
転
・

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推
進

チ
ー
ム
」
と
し
て
、
ブ
ー
ス

に
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

『
バ
リ
コ
レ
２
０
１
７
in
京
都
』

主
催　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局

共
催　

京
都
市

協
力　

文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部　

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会

■ 

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｄ
様
に

  

原
画
レ
ン
タ
ル
を
開
始

11
月
よ
り
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
様
（
京
都
市
上
京
区
）
に
、
当
機
構

の
所
属
作
家
、
土
屋
彰
男
氏
が
制
作
し
た
４
作
品

の
原
画
を
レ
ン
タ
ル
し
、
展
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
同
社
は
文
化
の
支
援
、
社
会

福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
に

■ 

広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構

の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様

や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号

３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配

布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
、

ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
〜
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

根
ヶ
山
は
、ひ
と
つ
の
モ
チ
ー
フ
（
そ
れ
は
、犬
、昆
虫
、恐
竜
、

魚
、
メ
カ
ロ
ボ
ッ
ト
と
多
岐
だ
が
）
を
必
ず
姿
態
や
意
匠
を

さ
ま
ざ
ま
に
変
化
さ
せ
て
、「
シ
リ
ー
ズ
」
の
よ
う
に
連
作
す

る
こ
と
が
多
い
。例
え
ば
子
供
の
時
に
誕
生
日
祝
い
で
も
ら
っ

た
犬
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
と
き
に
は
、
実
に

80
枚
に
達
し
て
い
る
。
作
品
を
並
べ
る
と
、
そ
の
色
調
や
意

匠
の
変
化
と
連
続
性
が
、
観
る
者
に
な
ぜ
か
安
心
感
と
ワ
ク

ワ
ク
感
の
よ
う
な
も
の
を
与
え
る
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

『ローリングペトリファクトインセクト』（上）・『ドラグ兵 飛兵長
（ハイドラグーン）』（下）根ヶ山 恵司　Keishi NEGAYAMA　
画用紙・カラーペン　210×295mm　2017 年

〈
編
集
後
記
〉

本
年
は
、
１
月
の
「
天
才
ア
ー
ト
展
in
東
山
～
花
と
鳥

と
動
物
と
」を
皮
切
り
に
、５
月
企
画
展「
非
形
態
の
表
象
」、

５
月
の
左
京
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
展
示
、
８
月
の
京
都
マ

ル
イ
の
展
示
、
９
月
下
旬
開
催
の
『
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
開
設
記
念
展“endless,breath”

』、
そ

し
て
10
月
の
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
７
と
多
く
の
作
品
展
を

開
催
し
、
５
千
人
を
超
え
る
市
民
や
府
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に

展
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
も
、
１
月
の
企
画
展
「
天
才
ア
ー
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
展
」
を

ス
タ
ー
ト
に
、
５
月
企
画
展
な
ど
主
催
展
、
協
賛
展
な
ど
多

彩
な
展
示
を
企
画
し
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
認
知
度

向
上
と
、
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
行
き

ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


